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各ワーキンググループにおける議論の進め方

◼ 令和7年度は各ワーキンググループにおいて原材料回収スキームやグレード認証のあり方や実証を進め、来年
度以降の県内へ横展開を目指す。

各ワーキングの活動スケジュール（予定）

○9月頃（キックオフ）
・検討する論点の明確化
・検討計画の詳細

○詳細検討（９月-12頃）
・個別テーマに関する検討実施
・検討結果の取り纏め

○第２回協議会（2月頃）
・R7取組成果の整理
・R8取組計画（案）

あいち地産地消SAF
サプライチェーン推進協議会

（2025.8.8～）

原材料回収スキーム構築
WG

認証制度
WG

（各WGの関係）

テーマ：CO2削減効果等に基づくSAFのグレード認証制度の策定・運用に向けた検討
（認証の内容、要件、トレーサビリティ、運用形態など）

テーマ：廃食油回収の仕組みの構想、実証事業の実施、普及に向けた検討
（廃掃法上の明確化、普及啓発策の検討・実施・効果検証、回収アプリ実証など）

WGでの議論は、事務局において取りまとめ、協議会に報告・共有。

構成員
・企業（スーパー、飲食店、空港、エアライン、金融機関等）
・団体（市町村、一部事務組合を含む。）

各ワーキングの活動スケジュール（予定）

（モデル市町村、モデルスーパーなど）

（トレーサビリティ関係者、金融機関など）



各ワーキンググループにおける議論の進め方

①原材料回収スキーム構築WG

【背景】

• 廃食油の回収を促進するためには、廃食油の
発生地点・回収地点や排出元のタイプを整理
し、廃掃法上の扱いに留意しつつ回収の在り方
を検討する必要がある。

• また、普及啓発策に関しても、市町村が取り組
むことができるメニュー、スーパーや飲食店が取
り組むことができるメニューなど様々である。

• 上記を踏まえたサプライチェーンを本地域におい
て波及すべく、上記の雛形となる取組みを整理
し、横展開していく必要がある。

【検討内容】

• 市町村における普及啓発策の検討・実証

• スーパーにおける普及啓発策、回収アプリ実証

• 上記の効果検証の検討

②認証制度WG

【背景】

• 地産地消SAFの利用の推進のためには、地
産地消SAFの要件を整理し、そのトレーサビ
リティや確認方法がどのようにあるべきか検討
する必要がある。

• また、地産地消SAFを利用するプレイヤーを
想定しつつ、具体的な認証（グレード認証）
のあり方についても検討する必要がある。

• この他、CORSIA認証などの先行する認証と
の整合性や共存について検討する必要がある。

【検討内容】

• 認証の内容、要件、トレーサビリティ、運用形
態の在り方に関する議論
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あいち地産地消SAFサプライチェーン推進協議会の活動全体像・目指す姿

地産地消
SAF
サプライ
チェーン

地産地消
SAF製造

回収拠点
(店舗/公共施設)

廃食油提供
家庭/企業

回収した廃食油の
位置付け整理

地産地消SAF
の価値化

廃食油回収の
更なる喚起

◼ 本推進協議会の活動の全体像は以下のとおり。プロジェクト提案企業である、株式会社レボインターナショナル、
株式会社NTTデータとともに、以下に示す姿を目指していく。

インセンティブ
の付与

✓ 廃食油回収の仕組み
の構想、実証事業の実
施、普及に向けた検討

原材料回収スキーム構築
WG

認証制度
WG

県内への普及展開、
そして地産地消SAF
のさらなる波及へ！

Scope3価値主張

資源回収団体奨励金
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ポイント付与

ゲーミフィケーション

廃掃法における扱い

テーマ例

県内に展開する雛形を作成

SAF利用
エアライン/
フライト利用
企業等

あいち地産地消SAF
サプライチェーン推進協議会

✓ CO2削減効果等に
基づくSAFのグレー
ド認証制度の策定・
運用に向けた検討

地産地消SAFとは

利用者候補への訴求

テーマ例

運用に向けた骨格の整理

認証の考え方

今年度ゴール

今年度ゴール

来年度以降
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